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概要

現在志向でソフィスティケイトな個人は、過剰消費を抑制するためにコミットメント手段
を利用する。不動産・年金・生命保険といった流動性の低い資産はコミットメント手段として
有効である。本稿はアンケートデータを用いて、現在志向でソフィスティケイトな個人が属す
る家計ほど、不動産・年金・生命保険を保有していることを明らかにした。
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